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パマラヤン－チウジュン灌漑施設修復事業 ビラ灌漑事業（Ⅰ）（Ⅱ）

■借款概要

■事業概要

頭首工の再建（新設）を主とする灌漑施設の修復を

行うことにより、西ジャワ州チウジュン灌漑地区

（24,200ha）に対し農業用水を安定的かつ継続的に供給

するもの。

■評価結果

本事業の内容は既存の頭首工を中心とした灌漑施設

を修復するものであるため、施設完成前後での効果指

標の変化は特段認められないものの、本事業により農

業用水の安定的な供給が継続された。米の作付面積に

関しては、本事業前後を通じて比較的安定した実績が

見られ、本事業は地域における農業活動の安定化に寄

与しているものと思われる。生産性と農業収入に関し

ては、1997年から1998年にかけて例外的にエルニーニ

ョ現象の影響で落ち込んでいるものの、概ね安定した

実績が見られる。

今後の持続可能性を鑑みるに、灌漑施設の維持管理

について、適正かつ持続可能な水準における農家負担

および地方政府予算の充当が望まれる。また、農民が

水利料金を負担するという習慣・意識が弱いところ、

かかる教育・啓蒙を徹底する必要がある。

承諾額/実行額

借款契約調印

借款契約条件

貸付完了

5,667百万円/5,662百万円

1988年10月

金利2.7%、返済30年（据置10年）

1997年3月

パマラヤン堰（頭首工）の全景

インドネシア

パマラヤン－チウジュン灌漑施設修復事業

■借款概要

■事業概要

南スラウェシ州中部ビラ川流域の水田地帯に第1期

は主として頭首工・ダムおよび幹線水路、第2期は主

として支線水路、末端配水施設、幹線排水路および支

線排水路等の灌漑施設を建設することにより年間を通

じた灌漑を可能とし、米の増産を図るもの。

■評価結果

1996年に施設が供用開始され、翌1997年は例年より

長く乾期が続いたことや通貨危機の影響により作付面

積は伸びなかったものの、その後は順調な推移を見せ

ている。2000年における雨期の作付率は計画比で

115％、乾期は103％に達している。土地生産性につい

ては、アプレイザル時点において雨期3.1万トン/ha、

乾期2.8トン/haであったものが、事業完成後は、その

約2倍に向上した。また、年間米生産量も10.6万トンに

達した。

灌漑施設の機能の面で問題が顕在化していないが、

主に維持管理不足から施設の現況につき一部機能が損

なわれている施設がある。各施設の現状を精査したう

えで適切な対策を施すと共に、維持管理にかかる政府

予算の確保や、水利費徴収体制の強化など、維持管理

体制の安定・強化が必要である。

承諾額/実行額

借款契約調印

借款契約条件

貸付完了

10,248百万円/8,971百万円

1990年12月及び1992年10月

金利2.5%/2.6%、返済30年（据置10年）

1997年12月及び1998年11月

対象灌漑地域の幹線用水路

インドネシア

ビラ灌漑事業（Ⅰ）（Ⅱ）


